
　　　　　　　

所管事務調査日：令和５年 12 月 6 日
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員
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小
林
一
幸　
副
委
員
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松
本
幸
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委
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笠
原
則
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・
三
友
美
惠
子
・
髙
橋
茂
樹
・
新
井
賢
次

「
玉
村
町
な
ら
で
は
」の

　
　
　
　
多
文
化
共
生
社
会
へ

研究テーマ：多文化共生の推進状況と今後

所管事務調査日：令和５年 12 月 7 日

民生
文教
常任委員会

委
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光
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副
委
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月
田 
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仁
子
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浅
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武
志
・
宇
津
木
治
宣

「
ど
う
す
る
！ 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
町
単
独
の
維
持
管
理
は
限
界
か

研究テーマ：クリーンセンターの現状と今後
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
平
成
２
年
に
竣
工
し
、
そ
の

後
、
平
成
７
年
に
人
口
増
に
よ
る
運
転
時
間
の
延
長

の
た
め
一
部
施
設
増
設
の
改
造
工
事
、
平
成
14
年
に
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
対
策
工
事
を
行
っ
た
ほ
か
、
平
成
24
年
に

は
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
事
の
基

幹
改
良
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
令
和

９
年
程
度
ま
で
の
延
命
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
完
了
後

10
年
以
上
が
経
過
し
、
設
備
の
損
耗
が
激
し
い
た
め
、

近
年
、
年
次
整
備
工
事
費
が
上
昇
し
て
い
る
。
今
後
、

長
期
間
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
安
定
的
に
維
持
す
る

た
め
に
は
、
再
度
大
規
模
な
長
寿
命
化
改
修
工
事
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
焼
却
施
設
を
統
合
す
る

こ
と
に
よ
る
経
費
の
削
減
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
観
点
か
ら
、
ご
み
処
理
の
広
域
的
な
共
同
処
理
を

推
進
し
て
い
る
。
群
馬
県
で
は
、「
群
馬
県
一
般
廃
棄

物
処
理
広
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
広
域

化
を
進
め
て
い
る
。
令
和
５
年
11
月
に
、
前
橋
・
桐

生
・
伊
勢
崎
・
み
ど
り
・
玉
村
一
般
廃
棄
物
処
理
広
域

化
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。
今
後
、
広
域
化
・
共
同

処
理
方
式
に
よ
る
施
設
整
備
に
向
け
て
、
作
業
計
画
、

整
備
主
体
、財
政
計
画
、財
政
管
理
、事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
候
補
地
選
定
、
各
種
調
査・設
計
、
整
備
工
事
等
）

の
協
議
・
決
定
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
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視視点点
議会の議会の

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
施
設
は
、
基

幹
改
良
工
事
に
よ
り
、
延
命
化
を
図
っ
て

い
る
が
、
近
年
で
は
１
億
円
を
超
え
る
年
次
整
備
工

事
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
町
単
独
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
維
持
す

る
こ
と
は
費
用
等
の
面
か
ら
困
難
な
状
況
に
あ
る
よ

う
だ
。

　
こ
う
し
た
中
、
前
橋
・
桐
生
・
伊
勢
崎
・
み
ど
り
・

玉
村
一
般
廃
棄
物
処
理
広
域
化
協
議
会
が
令
和
５
年

11
月
に
設
立
さ
れ
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
向
け
て

動
き
始
め
た
。

　
こ
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
よ
る

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
こ
と
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
延
命
化
を
図
り
つ
つ
、必
要
最
小
限
の
経
費
に
よ
り
、

適
切
な
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
、
今
後
の
ご
み
処

理
の
広
域
化
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
共
同
処
理
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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日
本
社
会
の
少
子
化
の
深
刻
化
に
よ
り
、
先
行
き
人
口
減
少
や

人
手
不
足
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
中
、
日
本
経
済
は
外
国
人
へ
の

依
存
度
を
高
め
つ
つ
あ
り
、
企
業
は
積
極
的
に
外
国
人
材
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
玉
村
町
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
増
加
が

予
想
さ
れ
る
。

　
一
方
、
県
内
町
村
の
中
で
、
玉
村
町
の
外
国
人
人
口
は
、
こ
の

10
年
間
で
約
２・５
倍
と
な
っ
て
お
り
、
大
泉
町
に
次
い
で
多
く
、

今
や
大
事
な
住
民
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
住
民
と
外

国
人
住
民
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
お
互
い
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
外
国
人
住
民
の
増

加
に
伴
い
、
年
々
重
要
度
を
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
玉
村
町
で
の
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
担
い
手
は
、
平
成
７
年
度
に
創
立
し
た
「
玉
村
町
国
際
交
流

協
会
」
が
主
た
る
推
進
活
動
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
国
際
交
流
協
会
へ
の
事
業
協
力
や
、
転
入
外
国

人
へ
の「
ご
み
と
資
源
の
出
し
方・分
け
方
」及
び「
総
合
防
災
マ
ッ

プ
」
の
英
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
版
の
配

布
を
は
じ
め
、
相
談
会
の
実
施
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
各
種
学
習
会

等
の
情
報
を
、
町
内
在
住
の
外
国
人
を
多
く
雇
用
し
て
い
る
企
業

を
通
じ
て
提
供
し
た
り
、
日
本
語
教
室
の
学
習
者
へ
通
知
し
た
り

す
る
な
ど
広
く
伝
わ
る
よ
う
協
力
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ごみピットに集められた町内の可燃ごみは、クレー
ンで焼却炉に送られ、その後ダイオキシンの発生
を防ぐため、基準となる800℃を超える高温によ
り燃焼を行う（写真右上）。平成２年竣工のクリー
ンセンター焼却施設の煙突を背景に（写真右下）。

現在、玉村町の人口の約４％が外国籍の住民であり、町の経済、労働を支えている。
多文化共生推進の中心を担っている玉村町国際交流協会は14名の会員で活動して
おり、町広報紙やポスター、ホームページなどで会員を募集している。　

国籍別住民登録者数トップ5
（令和5年12月1日現在）「群馬県一般廃棄物処理広域化マスタープラン」

のブロック区分 １ フィリピン 422人
２ ベトナム 360人
３ ブラジル 164人
４ インドネシア 102人
５ 中国 100人
計 35か国 1442人
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視視点点
議会の議会の

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
は
、
外
国
人
住
民
の

方
々
が
玉
村
町
で
の
生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い

な
い
か
、
公
共
施
設
等
を
正
し
く
利
用
で
き
て
い
る
か
、

困
り
ご
と
は
何
か
な
ど
、
状
況
把
握
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、
日
本
人
住
民
に
も
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
理
解
促

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
は
、日
常
生
活
に
お
け
る
ご
み
の
問
題
を
は
じ
め
、

教
育
、医
療
、福
祉
、雇
用
、犯
罪
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、文
化

等
々
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

向
け
て
、
企
業
や
町
内
に
在
住
し
て
い
る
外
国
人
住
民
へ

の
情
報
提
供
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍

や
高
齢
化
な
ど
で
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
国
際
交
流
協
会
と
町
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

し
て
い
く
こ
と
で
、
外
国
人
住
民
と
地
域
住
民
が
暮
ら
し

や
す
く
、
そ
し
て
何
よ
り
も
玉
村
町
に
愛
着
を
持
っ
て
楽

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

　
そ
の
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
外
国
人
住
民
の
増
加
を
見
据

え
、
町
内
の
幅
広
い
世
代
の
方
々
が
担
い
手
と
な
っ
て
、

玉
村
町
な
ら
で
は
の
多
文
化
共
生
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

玉村町
国際交流協会

ハイキングで交流を深める会員の皆さん
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